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1 まえがき
高損失性媒質は電磁波を著しく減衰させることが知ら

れており，体内や海中などの媒質における無線通信はあ
まり盛んでなかった．また，このような高損失性媒質の
多くは高い誘電率を持ち，波長に比べて大規模であるこ
とから，媒質中のアンテナの振る舞いや伝送特性を明ら
かにすることすら容易ではなかった．その一方，近年の
電磁界数値解析技術の発展により，このような損失性媒
質中にあるアンテナの振る舞いや伝送特性を明らかにし，
高損失性媒質中における無線通信技術を確立しようとい
う試みがなされている [1]．本報告では，多層媒質のグ
リーン関数を用いたモーメント法 [2], [3]により，海中
におけるアンテナの特性を明らかにする．

2 海中のアンテナの数値解析
海中の板状ダイポールアンテナを図 1に示す．海水と

自由空間から成る半空間を仮定し，アンテナは海面から
hだけ下に配置した．多層媒質のグリーン関数を用いた
モーメント法を構築し，アンテナの入力インピーダンス
を数値解析した．基底関数と重み関数には RWG(Rao-
Wilton-Glisson)関数 [4]を用い，Sommerfeld積分は数
値積分で求め，高速化のため数値補間法 [5]を用いた．
数値解析結果を図 2に示す．構築したモーメント法に

よって得られた結果は，FEKOの結果とよく一致した．
また，媒質が無損失のときは，アンテナ長が海中の波長
のおよそ半分となる 50 MHz付近で共振していることが
分かる．その一方で，媒質に損失があるときは，損失に
よってアンテナの Q値が著しく下がっているため共振
は見られない．数値解析に要した時間は約 2.6秒であり，
短時間でアンテナの特性を得ることができた．

3 まとめ
本報告では，多層媒質のグリーン関数を用いて海中に

あるアンテナの数値解析を行い，その入力インピーダン
ス特性を明らかにした．
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図 1 海中のダイポールアンテナ．
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図 2 入力インピーダンス.
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